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明 細 書

発 明 の名称 ：

無線 通信 シス テム、 基地 局装 置、 ユーザ端 末、 及び チ ャネル状 態情 報測 定

方法

技術 分 野

[0001 ] 本 発 明 は、 次 世代 移 動 通信 シ ステ ム にお け る無線 通信 シ ステ ム、 基 地 局装

置、 ユ ーザ端 末、 及 び チ ャネル状 態情 報 測 定方 法 に関 す る。

背景技術

[0002] U M T (Un i versa l Mob i Le Te Lecommun i cat i ons System) ネ ッ 卜ヮ一

クにお いて は、 周 波数 利 用効 率 の 向上、 デ 一 タ レ一 卜の 向上 を 目的 と して、

H S D P A ( H i g h Speed Down l i n k Packet Access) や H S U P A ( H i g h

Speed Up L i n k Packet Access) を採 用 す る こ とに よ り、 W — C D M A (

i deband Code D i v i s i o n Mu l t i l e Access) ¾：ベ 一 ス と した シ ステ ム の

特 徴 を最 大 限 に引 き出す こ とが行 わ れ て い る。 この U M T S ネ ッ 卜ワー クに

つ いて は、 更 な る高速 デ 一 タ レ一 卜、 低 遅 延 な どを 目的 と して ロ ングター ム

エ ボ リュ一 シ ヨン （LTE ：Long Term Evo lut i on) が検 討 され て い る （非 特

許 文献 1 ) 。

[0003] 第 3 世代 の シ ステ ム は、概 して 5 M H z の 固定帯域 を用 いて、 下 り回線 で

最 大 2 M b p s 程 度 の伝 送 レ一 卜を実現 で きる。 一方、 L T E シ ステ ム で は

、 1 . 4 M H z ~ 2 O M H z の可 変 帯域 を用 いて、 下 り回線 で最 大 3 0 0 M

b s 及 び上 り回線 で 7 5 M b p s 程 度 の伝 送 レ一 卜を実現 で きる。 また、

U M T S ネ ッ 卜ワー クにお いて は、 更 な る広 帯域 化 及 び 高速 化 を 目的 と して

、 L T E シ ス テ ム の 後 継 の シ ス テ ム も検 討 され て い る （例 え ば、 L T E ア ド

バ ンス 卜又 は L T E エ ンハ ンス メ ン トと呼ぶ こ ともあ る （以 下、 「L T E _

A 」 とい う） ）。

[0004] L T E シ ステ ム （例 え ば、 Re L. 8LTE) の下 り リンクにお いて、 セル I D に

関連 づ け られ た C R S (Ce LL-spec i f i c Reference S i gna l ) が定 め られ て



い る。 この C R S は、 ユ ー ザ デ ー タ の復 調 に用 い られ る他 、 ス ケ ジ ユー リン

グゃ 適 応 制 御 の た め の 下 り リン クの チ ャ ネル 品 質 （CQI ：Channe l Qua l i t y

Ind i cator) 測 定 等 に用 い られ る。 一 方 、 L T E の 後 継 シ ス テ ム （例 え ば、 Re

し 10LTE) の 下 り リン ク に お い て は、 C S I (Channe l State Informat i o n

) 測 定 専 用 に C S I — R S (Channe l State Informat i o n- Reference S i g n

a L) が 検 討 され て い る。

先行 技 術 文 献

非 特 許 文献

[0005] 非 特 許 文 献 1 ：3GPP, TR25. 9 12 (V7. 1. 0), "Feas i b i L i t y study for Ev

o Lved UTRA and UTRAN", Sept. 2006

発 明 の概 要

発 明 が解 決 しょ う とす る課題

[0006] と こ ろで、 L T E シ ス テ ム に対 して さ らに シ ス テ ム性 能 を 向 上 させ る た め

の有 望 な技 術 の 1 つ と して、 セ ル 間 直 交 化 が あ る。 例 え ば、 L T E _ A シ ス

テ ム で は、 上 下 リン ク と も 直 交 マ ル チ ア クセ ス に よ りセ ル 内 の 直 交 化 が 実 現

され て い る。 す な わ ち、 下 り リン クで は、 周 波 数 領 域 に お い て ユ ー ザ 端 末 U

E (User Equ i pment) 間 で 直 交 化 され て い る。 一 方 、 セ ル 間 はW — C D M A

と同様 、 1 セ ル 周 波 数 繰 り返 しに よ る干 渉 ラ ン ダ ム 化 が 基 本 で あ る。

[0007] そ こで、 3 G P P ( 3 r d Generat i o n Partnersh i p Proj ect) で は、 セ

ル 間 直 交 化 を実 現 す る た め の技 術 と して、 協 調 マ ル チ ポ イ ン ト送 受 信 （C o

M P ：Coord i nated Mu Lt i -Po i n t t ransm i s s i on/recept i on) 技 術 が : 討 さ

れ て い る。 この C o M P 送 受 信 で は、 1 つ あ る い は複 数 の ユ ー ザ 端 末 U 巳に

対 して複 数 の セ ル が協 調 して 送 受 信 の信 号 処 理 を行 う。 これ らの C o M P 送

受 信 技 術 の 適 用 に よ り、 特 に セ ル 端 に位 置 す る ュ 一 ザ 端 末 U E の スル 一 プ ッ

卜特 性 の 改 善 が期 待 され る。

[0008] この よ う に、 L T E _ A シ ス テ ム に お い て は、 一 つ の 送 信 ポ イ ン トか らュ

一 ザ 端 末 に送 信 す る送 信 形 態 に加 え、 複 数 の 送 信 ポ イ ン トか らユ ー ザ 端 末 に



送信する送信形態があるため、それぞれの送信形態に最適なチ ャネル品質情

報 （C S I ) をユーザ端末からフィー ドバックさせる必要がある。

[0009] 本発明はかかる点に鑑みてなされたものであり、複数の送信ポイン トから

の送信形態に最適なチャネル品質情報をュ一ザ端末からフィ一 ドバックさせ

ることができる無線通信システム、基地局装置、ユーザ端末、及びチャネル

状態情報測定方法を提供することを目的とする。

課題を解決するための手段

[001 0] 本発明の無線通信システムは、チ ャネル状態測定用の参照信号を送信する

複数の基地局装置と、前記複数の基地局装置のいずれかに接続するユーザ端

末とを備えており、前記各基地局装置は、希望信号推定のための前記参照信

号を割 り当てるリソース及び干渉信号推定のための リソースの リソース情報

を決定する決定部と、前記 リソース情報を前記ユーザ端末に通知する通知部

とを備え、前記ユーザ端末は、通知された リソース情報を受信する受信部と

、前記 リソース情報に基づいて、希望信号推定及び干渉信号推定する推定部

と、前記推定部の推定結果を用いてチャネル状態を測定する測定部とを備え

たことを特徴とする。

発明の効果

[001 1] 本発明によれば、複数の送信ボイン 卜からの送信形態に最適なチ ャネル品

質情報をユーザ端末からフィー ドバックさせることができる。これにより、

スループッ 卜が向上 し、高効率な無線通信システムを実現することができる

図面の簡単な説明

[001 2] [ 図1] 干渉測定用ゼロパワーC S I _ ¾ 3 を含んだ〇 3 I — R S パターンを示

す図である。

[ 図2] 干渉信号推定法を説明するための図である。

[ 図3] 希望信号推定法を説明するための図である。

[ 図4 ] C S I 推定の例を説明するための図である。

[ 図5] C S I 推定の例を説明するための図である。



[ 図6] C S I 推定の例 を説明するための図である。

[ 図7] 希望信号測定 リソー ス及び干渉信号測定 リソー ス を含むサ プフ レー ム を

示す図である。

[ 図8] 希望信号測定 リソー ス及び干渉信号測定 リソー ス の組合せのシグナ リン

グ例 を示す図である。

[ 図9] 希望信号測定 リソー ス及び干渉信号測定 リソー ス の組合せのシグナ リン

グ例 を示す図である。

[ 図 10] 無線通信 システムのシステム構成の説明図である。

[ 図 11] 基地局装置の全体構成の説明図である。

[ 図 12] ユーザ端末の全体構成の説明図である。

[ 図 13] 基地局装置の機能 プロック図である。

[ 図 14] ユーザ端末の機能 プロック図である。

発明を実施するための形態

[001 3] まず、 L T E の後継 システム （例 えば、 Re L. 10LTE) で採用される参照信号

の 1 つであるC S I — R S について説明する。 C S I — R S は、チャネル状

態 と しての C Q I (Channe l Qua l i t y Ind i cator) 、 P M I (Precod i ng M

at i x Ind i cator) 、 R I (Rank Ind i cator) 等 の C S I 測定 に用い られる

参照信号である。 C S I — R S は、全てのサ ブフ レームに割 り当て られるC

R S と異な り、所定の周期、例 えば 1 0 サ ブフ レーム周期で割 り当て られる

。 また、 C S I — R S は、位置、系列および送信電力 というパ ラメータで特

定される。 C S I — R S の位置 には、サ ブフ レームオ フセ ッ 卜、周期、サ ブ

キャ リア一シンボルオ フセ ッ ト （インデ ックス）が含 まれる。

[0014] なお、 C S I — R S と しては、 ノンゼ ロパ ヮ一 C S I _ R S とゼ ロパ ヮ一

C S I _ R S とが定義 されている。 ノンゼ ロパ ワー C S I — R S は、 C S I

— R S が割 り当て られる リソースに送信パ ワーを分配 し、ゼ ロパ ワー C S I

— R S は、割 り当て られる リソースに送信パ ワーが分配 されない （C S I _

R S が ミュ一 卜された）。

[001 5] C S I — R S は、 L T E で規定される 1 リソースプロックにおいて、 P D



C C H (Phys i c a l Down l i nk Cont r o l Channe L) 等 の制 御 信 号 、 P D S C

H (Phys i c a l Down l i nk Shared Channe L) 等 の ユ ー ザ デ ー タ、 C R S (Ce

LL- spec i f i c Reference S i gna l ) や D M — R S (Demodu Lat i on- Reference

S i gna l ) 等 の他 の参 照 信 号 と重 な らな い よ うに割 り当 て られ る。 1 リソ一

ス プ ロ ックは、 周 波 数 方 向 に連 続 す る 1 2 サ ブキ ャ リア と、 時 間軸 方 向 に連

続 す る 1 4 シ ンボル とで構 成 され る。 P A P R を抑 制 す る観 点 か ら、 C S I -

R S を割 当 て可 能 な リ ソ ー ス は、 時 間軸 方 向 に隣接 す る 2 つ の リ ソ ー ス エ レ

メ ン 卜が セ ッ 卜で割 り当 て られ る。

[001 6 ] C S I — R S に よ って C Q I を算 出 す る場 合 、 干 渉 測 定 の精 度 が重 要 で あ

る。 ユ ー ザ個 別 の参 照 信 号 で あ る C S I — R S を用 いれ ば、 複 数 の送 信 ボ イ

ン 卜か らの C S I — R S をユ ー ザ端 末 に お い て分 離 で きるの で、 C S I — R

S ベ ー ス の 干 渉 測 定 は有 望 で あ る。 しか し、 L T E (Re L. 10LTE) で規 定 され

た C S I _ R S は 1 リソ ー ス プ ロ ック に お け る密 度 が低 い の で、 他 の送 信 ポ

イ ン 卜 （他 セル ） か らの 干 渉 を高精 度 に測 定 で きな い。

[001 7 ] そ こで本 出願 人 は、 図 1 に示 す よ うに、 干 渉 測 定 にの み使 用 す るゼ ロパ ヮ

- C S I - R S (以 下、 干 渉 測 定 用 ゼ ロパ ワー C S I — R S とい う） を追 加

し、 送 信 ボ イ ン 卜間 で 干 渉 測 定 用 ゼ ロパ ワー C S I _ R S の リソー ス が重 な

らな い よ うに周 波 数 軸 方 向 に シ フ トさせ る こ とを提 案 した。 これ に よ り、 下

り共 有 デ ー タチ ャネル （P D S C H ) を無 送 信 に した リソー ス エ レメ ン ト （

R E ) を用 し、て、 ュ 一 サ 而末 に C S I (Channe L State Informat i on) 十算

の た め に干 渉 信 号 推 定 す る こ とが で きる。 この場 合 に お い て、 各 送 信 ポ イ ン

卜、 また は複 数 送 信 ポ イ ン ト毎 に対 して異 な る干 渉 測 定 用 ゼ ロパ ワー C S I

— R S パ ター ンを割 り当 て る。

[001 8 ] これ に よ り、 ノ ンゼ ロパ ワー C S I — R S (送 信 パ ワー の有 る既 存 C S I

- R S ) と干 渉 測 定 用 ゼ ロパ ワー C S I — R S の双 方 を用 い て 干 渉 測 定 で き

、 干 渉 測 定 に利 用 可 能 な C S I — R S 数 を増 加 で き、 干 渉 測 定精 度 を改 善 で

きる。 また、 干 渉 測 定 用 ゼ ロパ ワー C S I _ R S は送 信 電 力 が 0 で あ るの で

、 干 渉 測 定 用 ゼ ロパ ワー C S I — R S が割 り当 て られ た リソー ス で 受信 され



る信号成分はそのまま干渉成分 と して扱 うことがで き、干渉測定のための処

理負担 を軽減で きる。

[001 9] ここで、干渉測定用ゼ ロパ ワー C S I — R S を用いた干渉信号推定法 につ

いて説明する。 ここでは、 2 つの無線基地局が送信ポイン ト （T P ) # 1、

T P # 2 となるシステム構成 を例 に説明する。

[0020] 図 2 A は、送信ポイン トT P # 1 、 丁？# 2 か らュ一ザ端末 1 巳に送信 を

行 う場合 を示 している。 また、図 2 Β は、干渉測定用ゼ ロパ ワー C S I - R

S が配置 された C S I _ R S パ ター ンの一例 を示 している。図 2 Β において

、左側のサ ブフ レームは、 Τ Ρ # 1 か ら送信 されるサ ブフ レームであ り、右

側のサ プフ レームは、 Τ Ρ # 2 か ら送信 されるサ プフ レームである。

[0021 ] 図 2 Β に示すように、 Τ Ρ # 1、 Τ Ρ # 2 のそれぞれのサ ブフ レームにお

いて、 それぞれ周波数方向で 1 番 目及び 7 番 目の R Ε であ って時間方向で 1

0 番 目及び 1 1 番 目の R E に、干渉測定用ゼ ロパ ヮ一 C S I — R S を配置す

ると、 Τ Ρ # 1、 Τ Ρ # 2 の前記 R E で P D S C H が送信 されない （ゼ ロパ

ヮ一）。 このため、 これ らの R E では、 T P # 1、 Τ Ρ # 2 の外側のセルの

干渉信号の推定が可能 となる。 また、図 2 Β に示すように、 Τ Ρ # 1 のサ ブ

フ レームにおいて、 それぞれ周波数方向で 3 番 目及び 9 番 目の R Ε であ って

時間方向で 1 0 番 目及び 1 1 番 目の R E に、干渉測定用ゼ ロパ ワー C S I -

R S を配置すると、 Τ Ρ # 1 の前記 R E で P D S C H が送信 されない （ゼ ロ

パ ワー）。 このため、 これ らの R E では、 Τ Ρ # 1 の外側のセル （Τ Ρ # 2

+ Τ Ρ # 1 ， Τ Ρ # 2 以外のセル）の干渉信号の推定が可能 となる。 また、

図 2 Β に示すように、 Τ Ρ # 2 のサ ブフ レームにおいて、 それぞれ周波数方

向で 5 番 目及び 1 1 番 目の R Ε であ って時間方向で 1 0 番 目及び 1 1 番 目の

R E に、干渉測定用ゼ ロパ ワー C S I — R S を配置すると、 Τ Ρ # 2 の前記

R E で P D S C H が送信 されない （ゼ ロパ ワー）。 このため、 これ らの R E

では、 T P # 2 の外側のセル （T P # 1 + T P # 1 ， T P # 2 以外のセル）

の干渉信号の推定が可能 となる。

[0022] 次 に、 C S I — R S を用いた希望信号推定法 について説明する。 ここでは



、 2 つの無線基地局が送信ポイン ト （T P ) # 1 、 T P # 2 となるシ ステ ム

構成 を例 に説明する。

[0023] 図 3 は、送信ポイン トΤ Ρ # 1 、 丁？# 2 か らュ一ザ端末 1 巳に送信 を行

う場合を示 している。 また、図 3 は、 C S I _ ¾ 3 が配置された〇 3 I - R

S パ ターンの一例 を示 している。図 3 において、左側のサブフレームは、 Τ

Ρ # 1 か ら送信 されるサブフレームであ り、右側のサブフレームは、 Τ Ρ #

2 か ら送信 されるサプフレームである。

[0024] 図 3 に示すように、 Τ Ρ # 1 、 Τ Ρ # 2 のそれぞれのサブフレームにおい

て、それぞれ周波数方向で 2 番 目及び 8 番 目の R Ε であって時間方向で 1 0

番 目及び 1 1 番 目の R E にC S I — R S を配置すると、 これ らの R Ε では、

Τ Ρ # 1 、 Τ Ρ # 2 の合成 された希望信号の推定が可能 となる。 また、図 3

に示すように、 Τ Ρ # 1 のサ ブフレームにおいて、それぞれ周波数方向で 4

番 目及び 1 0 番 目の R Ε であって時間方向で 1 0 番 目及び 1 1 番 目の R E に

C S I — R S を配置すると、 これ らの R E では、 Τ Ρ # 1 の希望信号の推定

が可能 となる。 また、図 3 に示すように、 Τ Ρ # 2 のサ ブフレームにおいて

、それぞれ周波数方向で 6 番 目及び 1 2 番 目の R Ε であって時間方向で 1 0

番 目及び 1 1 番 目の R E にC S I — R S を配置すると、 これ らの R Ε では、

Τ Ρ # 2 の希望信号の推定が可能 となる。

[0025] このように、干渉信号の推定及び希望信号の推定には、それぞれ複数の方

法があるので、複数種類の希望信号対干渉信号 （S i gna l t o Interference

Rat i o ：S I R ) の測定結果を得 ることができる。本発明者 らは、 この点に

着 目 し、複数の送信ポイン トがある場合 （例えば、協調マルチポイン ト送受

信 ( C o M P ：Coord i nated Mu Lt i -Po i nt t ransm i ss i on/recept i on) ) に

おいて、送信形態に応 じて最適な希望信号対干渉信号の測定方法 （C S I 測

定に用いる希望信号対干渉信号の測定方法）を選択することにより、ユーザ

端末か ら最適な品質情報 （C S し 例えば、 C Q I (Channe l Qua l i t y Ind

i cator) ) をフィー ドバ ックさせることができ、結果 と してシステムのスル

—プッ 卜を向上させてシステム効率 を向上できることを見出 し本発明をする



に至 った。

[0026] すなわち、本発明の骨子は、各基地局装置において、希望信号推定のため

の参照信号を割 り当てる リソース及び干渉信号推定のための リソースの リソ

—ス情報を決定 し、 リソー ス情報を前記ュ一ザ端末に通知 し、ュ一ザ端末に

おいて、通知された リソー ス情報を受信 し、 リソー ス情報に基づいて、希望

信号推定及び干渉信号推定 し、推定部の推定結果を用いてチャネル状態を測

定することにより、複数の送信ボイン 卜か らの送信形態に最適なチヤネル品

質情報をユーザ端末か らフィー ドバ ックさせることである。 これにより、ス

ループッ 卜が向上 し、高効率な無線通信システムを実現することができる。

[0027] 複数の送信ポイン トか らの送信形態 として、例えば、 C o M P 送信がある

。 まず、下 りリンクの C o M P 送信について説明する。下 りリンクの C o M

P 信 としては、Coord i nated Schedu Li ng/Coord i nated Beamform i ngと、

o i nt process i ngとがある。Coord i nated Schedu Li ng/Coord i nated Beamf o

r m i ngは、 1 つのユーザ端末 U E に対 して 1 つのセルか らのみ共有データチヤ

ネルを送信する方法であ り、他セルか らの干渉や他セルへの干渉を考慮 して

周波数/ 空間領域における無線 リソー スの割 り当てを行 う。一方、 J o i nt p r

ocess i ngは、 ブリコ一デ ィングを適用 して複数のセルか ら同時に共有データ

チャネルを送信する方法であ り、 1 つのュ一ザ端末 U E に対 して複数のセル

か ら共有データチヤネリレを送信するJ o i nt t ransm i ss i onと、瞬時に 1 つのセ

ルを選択 し共有デ一タチャネルを送信するDynam i c Po i n t Se lect i on ( D P

S ) とがある。 また、干渉 となる送信ポイン トに対 して一定領域のデータ送

信を停止するDynam i c Po i n t B lank i ng ( D P B ) という送信形態もある。

[0028] 本発明においては、複数の送信ポイン トか らの送信形態に応 じて、最適な

希望信号の推定方法及び干渉信号の推定方法を選択する。 まず、図 4 を用い

て、 J o i nt t ransm i ss i on型 C o M P を適用 した場合の推定方法について説明

する。

[0029] 図 4 A に示すように、 J o i nt t ransm i ss i on型 C o M P 送信では、 1 つのュ

—ザ端末 U E に対 して複数のセル （T P # 1 (接続セル ）、 T P # 2 (協調



セ ル ） ） か ら共 有 デ ー タ チ ャ ネ ル 信 号 を送 信 す る。 この た め 、 希 望 信 号 に つ

い て は、 T P # 1 + T P # 2 の 合 成 さ れ た 希 望 信 号 を推 定 す る こ とが 望 ま し

し、。 ま た 、 干 渉 信 号 に つ い て は、 T P # 1 及 び T P # 2 以 外 の セ ル （送 信 ポ

イ ン 卜） の 干 渉 信 号 を推 定 す る こ とが 望 ま しい。 この た め 、 図 4 B に 示 す よ

う に、 干 渉 信 号 の 推 定 に つ い て は、 T P # 1 、 Τ Ρ # 2 の そ れ ぞ れ の サ プ フ

レー ム に お い て 、 そ れ ぞ れ 周 波 数 方 向 で 1 番 目及 び 7 番 目の R Ε で あ って 時

間 方 向 で 1 0 番 目及 び 1 1 番 目 の R E に、 干 渉 測 定 用 ゼ ロパ ワ ー C S I - R

S を 配 置 し （接 続 セ ル （送 信 ポ イ ン ト） 及 び 協 調 セ ル （送 信 ポ イ ン ト） で 同

じ R Ε に 干 渉 測 定 用 ゼ ロパ ワ ー C S I — R S を 配 置 し） 、 Τ Ρ # 1 、 Τ Ρ #

2 以 外 の セ ル の 干 渉 信 号 を推 定 す る。 一 方 、 希 望 信 号 の 推 定 に つ い て は、 Τ

Ρ # 1 、 Τ Ρ # 2 の そ れ ぞ れ の サ ブ フ レー ム に お い て 、 そ れ ぞ れ 周 波 数 方 向

で 2 番 目及 び 8 番 目の R Ε で あ って 時 間 方 向 で 1 0 番 目及 び 1 1 番 目 の R E

に C S I _ R S を 配 置 し （接 続 セ ル （送 信 ポ イ ン ト） 及 び 協 調 セ ル （送 信 ポ

イ ン 卜） で 同 じ R E に C S I — R S を 配 置 し） 、 T P # 1 、 Τ Ρ # 2 の 合 成

さ れ た 希 望 信 号 を推 定 す る。

次 に、 図 5 を 用 い て 、 Dynam i c Po i n t B Lank i ng型 C o M P を 適 用 した 場

合 の 推 定 方 法 に つ い て 説 明 す る。 図 5 A に 示 す よ う に、 Dynam i c Po i n t B La

nk i ng型 C o M P 送 信 で は、 干 渉 とな る送 信 ポ イ ン ト （図 5 A で は T P # 2 (

協 調 セ ル （送 信 ポ イ ン ト） ） ） に対 して 一 定 領 域 の デ ー タ送 信 を停 止 す る。

この た め 、 希 望 信 号 に つ い て は、 Τ Ρ # 1 (接 続 セ ル （送 信 ポ イ ン ト） ） の

希 望 信 号 を推 定 す る こ とが 望 ま しい。 ま た 、 干 渉 信 号 に つ い て は、 Τ Ρ # 1

及 び Τ Ρ # 2 以 外 の セ ル の 干 渉 信 号 を推 定 す る こ とが 望 ま しい。 この た め 、

図 5 Β に示 す よ う に、 干 渉 信 号 の 推 定 に つ い て は、 Τ Ρ # 1 、 Τ Ρ # 2 の そ

れ ぞ れ の サ ブ フ レー ム に お い て 、 そ れ ぞ れ 周 波 数 方 向 で 1 番 目及 び 7 番 目の

R E で あ って 時 間 方 向 で 1 0 番 目及 び 1 1 番 目 の R E に、 干 渉 測 定 用 ゼ ロパ

ヮ 一 C S I _ R S を 配 置 し （接 続 セ ル （送 信 ポ イ ン ト） 及 び 協 調 セ ル （送 信

ポ イ ン ト） で 同 じ R E に 干 渉 測 定 用 ゼ ロパ ワ ー C S I — R S を 配 置 し） 、 T

P # 1 、 T P # 2 以 外 の セ ル の 干 渉 信 号 を推 定 す る。 一 方 、 希 望 信 号 の 推 定



については、 T P # 1 のサ ブフ レームにおいて、 それぞれ周波数方向で 4 番

目及び 1 0 番 目の R E であ って時間方向で 1 0 番 目及び 1 1 番 目の R E にC

S I — R S を配置 し （接続セル （送信ポイン 卜）の R E にC S I — R S を配

置 し）、 T P # 1 の希望信号 を推定する。

[0031 ] 次 に、図 6 を用いて、 C o M P を適用 しない場合の推定方法 について説明

する。図 6 A は、ユーザ端末 に対 して一つの送信ポイン トT P # 1 か ら送信

するシングルセル送信 を示す。 このため、希望信号 については、 T P # 1 (

接続セル （送信ポイン ト））の希望信号 を推定することが望 ま しい。 また、

干渉信号 については、 Τ Ρ # 1 以外のセルの干渉信号 を推定することが望 ま

しい。 このため、図 6 Β に示すように、干渉信号の推定については、 Τ Ρ #

1 のサ ブフ レームにおいて、 それぞれ周波数方向で 3 番 目及び 9 番 目の R Ε

であ って時間方向で 1 0 番 目及び 1 1 番 目の R E に、干渉測定用ゼ ロパ ワー

C S I — R S を配置 し （接続セル （送信ポイン ト）の R E に干渉測定用ゼ ロ

パ ヮ一 C S I — R S を配置 し）、 Τ Ρ # 1 以外のセルの干渉信号 を推定する

。一方、希望信号の推定については、 Τ Ρ # 1 のサ ブフ レームにおいて、 そ

れぞれ周波数方向で 4 番 目及び 1 0 番 目の R Ε であ って時間方向で 1 0 番 目

及び 1 1 番 目の R E にC S I — R S を配置 し （接続セル （送信ポイン ト）の

R Ε にC S I — R S を配置 し）、 Τ Ρ # 1 の希望信号 を推定する。

[0032] このように、本発明によれば、複数の送信ポイン トがある場合 において、

送信形態 に応 じて最適な希望信号対干渉信号の測定方法 （C S I 測定に用い

る希望信号対干渉信号の測定方法）を選択することによ り、ユーザ端末か ら

最適な品質情報 （C Q I ) をフィー ドバ ックさせることがで き、結果 と して

システムのスループッ 卜を向上 させてシステム効率 を向上で きることがで き

る。

[0033] この場合 において、無線基地局か らュ一ザ端末 に対 して、希望信号の推定

方法及び干渉信号の推定方法 に関する情報 をシグナ リングする。すなわち、

希望信号推定に用いる R E (S i gna l Measurement Resource ：S M R ) の情

幸艮、干渉信号推定に用し、る R E (Interference Measurement Resource ： I



M R ) の 情 報 、 S M R と I M R の 組 合 せ の 情 報 （これ らの 情 報 の 一 つ 又 は複

数 を希 望 信 号 推 定 の た め の 参 照 信 号 を割 り当 て る リソ ー ス 及 び 干 渉 信 号 推 定

の た め の リソ ー ス の リソ ー ス情 報 とす る ） を、 無 線 基 地 局 が ユ ー ザ 端 末 に シ

ダ ナ リン グ す る。 これ らの 情 報 は、 ハ イ ャ レイ ヤ シ ダ ナ リン グ （R R C シ グ

ナ リン グ） で 無 線 基 地 局 か らユ ー ザ 端 末 に通 知 して も 良 く、 下 り制 御 情 報 （

D C I ) で ダ イ ナ ミ ッ ク に無 線 基 地 局 か らュ 一 ザ 端 末 に通 知 して も 良 い。 例

え ば、 図 5 A に 示 す よ う に、 Dynam i c Po i n t B Lank i ng型 C o M P を 適 用 す

る場 合 に お い て 、 C S I を フ ィー ドバ ッ ク さ せ た い 場 合 に は、 無 線 基 地 局 か

らュ 一 ザ 端 末 に対 して 、 図 5 B に 示 す よ う に、 す な わ ち 、 干 渉 信 号 の 推 定 に

つ い て は、 T P # 1 、 Τ Ρ # 2 の そ れ ぞ れ の サ ブ フ レー ム に お い て 、 そ れ ぞ

れ 周 波 数 方 向 で 1 番 目及 び 7 番 目の R Ε で あ って 時 間 方 向 で 1 0 番 目及 び 1

1 番 目の R E を 用 い、 希 望 信 号 の 推 定 に つ い て は、 Τ Ρ # 1 の サ ブ フ レー ム

に お い て 、 そ れ ぞ れ 周 波 数 方 向 で 4 番 目及 び 1 0 番 目の R Ε で あ って 時 間 方

向 で 1 0 番 目及 び 1 1 番 目の R Ε を 用 い る よ う に、 無 線 基 地 局 か らユ ー ザ 端

末 に対 して 準 静 的 に又 は 動 的 に シ グ ナ リン グ す る。

上 記 S M R 及 び I M R の 組 合 せ を複 数 に設 定 す る こ と に よ り、 ユ ー ザ 端 末

に複 数 種 類 の C S I を フ ィー ドバ ッ ク さ せ る こ とが 可 能 とな る。 この 場 合 に

お い て は、 一 つ 又 は複 数 の S M R 及 び 一 つ 又 は複 数 の I M R を 同 じ又 は異 な

る サ ブ フ レ ー ム に 配 置 （コ ン フ ィ ギ ュ レ ー シ ョ ン ） す る。 例 え ば、 図 7 に示

す よ う に、 S M R と I M R が そ れ ぞ れ 2 種 類 あ り （S M R # 1 ， S M R # 2

， I M R # 1 ， I M R # 2 ) 、 S M R # 1 及 び S M R # 2 が 同 一 サ プ フ レー

厶 に存 在 し、 I M R # 1 及 び I M R # 2 が 異 な る サ プ フ レー ム に存 在 す る場

合 に お い て は、 S M R # 1 及 び I M R # 1 の 組 合 せ で C S I を 求 め る 旨 の シ

ダ ナ リン グ （C S I # 1 ) と、 S M R # 2 及 び I M R # 2 の 組 合 せ で C S I

を 求 め る 旨 の シ グ ナ リン グ （C S I # 2 ) と を、 無 線 基 地 局 か らユ ー ザ 端 末

に対 して 通 知 す る こ と に よ り、 2 種 類 の C S I ( C S I # 1 ， C S I # 2 )

を ユ ー ザ 端 末 に フ ィー ドバ ッ ク さ せ る こ とが 可 能 とな る。 ま た 、 S M R と I

M R が そ れ ぞ れ 2 種 類 あ り （S M R # 1 ， S M R # 2 ， I M R # 1 ， I M R



# 2 ) 、 S M R及び I M Rがそれぞれ同一サブフ レームに存在する場合にお

いても、 S M R # 1 及び I M R # 1 の組合せでC S I を求める旨のシグナリ

ング （C S I # 1 ) と、 S M R # 2 及び I M R # 2 の組合せでC S I を求め

る旨のシグナリング （C S I # 2 ) とを、無線基地局からユーザ端末に対 し

て通知することにより、 2 種類のC S I ( C S I # 1 ，C S I # 2 ) をュ一

ザ端末にフィー ドバックさせることが可能となる。なお、一つ又は複数のS

M R及び一つ又は複数の I M R を同 じ又は異なるサブフ レームに配置するパ

ターンについては特に制限はされない。

[0035] S M R及び I M Rの組合せを通知する場合において、例えば、 S M R # 1

， I M R # 1 ， I M R # 2 が存在するときは、図 8 に示すように2 ビットで

シグナリングすることができる。図 8 においては、 S M R # 1 + I M R # 1

でC S I を推定する場合にビッ卜 " 1 0 " とし、 S M R # 2 + I M R # 2 で

C S I を推定する場合にビッ卜 " 0 1 " とし、 S M R # 1 + I M R # 1 及び

S M R # 1 + I M R # 2 の 2 種類のC S I を推定する場合にビッ卜 " 1 1 "

とし、 S M R # 1 と従来の干渉推定法 （例えば、C R S を用いた干渉推定）

によりC S I を推定する場合にビット " 0 0 " としている。なお、 S M R及

び I M Rの組合せとビッ卜との関係は図 8 に限定されない。

[0036] また、 S M R及び I M Rの組合せを通知する場合において、例えば、 S M

R # 1 ， S M R # 2 ， I M R # 1 ， I M R # 2 が存在するときは、図 9 に示

すように4 ビットでシグナリングすることができる。図 9 においては、 S M

R # 1 + I M R # 1 でC S I を推定する場合にビッ卜 " 1 0 1 0 " とし、 S

M R # 2 + I M R # 2 でC S I を推定する場合にビッ卜 " 0 1 0 1 " とし、

S M R # 1 と従来の干渉推定法 （例えば、C R S を用いた干渉推定）により

C S I を推定する場合にビッ卜 " 1 0 0 0 " とし、 S M R # 1 + I M R # 1

及びS M R # 1 + I M R # 2 の 2 種類のC S I を推定する場合にビッ卜 " 1

0 1 1 " とし、 S M R # 1 + I 1 1 ¾ # 2 及び 3 1 1 ¾ # 2 + I M R # 2 の 2 種

類のC S I を推定する場合にビッ卜 " 1 1 0 1 " とし、 S M R # 1 + I M R

# 1、 S M R # 1 + I M R # 2 、 S M R # 2 + I M R # 1、 S M R # 2 + I



M R # 2 の4 種類のC S I を推定する場合にビット " 1 1 1 1 " としている

。なお、 S M R及び I M Rの組合せとビットとの関係は図 9 に限定されない

[0037] ユーザ端末においては、通知されたS M R情報、 I M R情報、 S M R及び

I M Rの組合せ情報より特定されたR E を用いて希望信号推定及び干渉信号

推定 し、その推定結果を用いて一つ又は複数のC S I を求める。ュ一ザ端末

は、このようにして求められた一つ又は複数のC S I を無線基地局にフィ一

ドバックする。また、ユーザ端末がC S I を求める際には、無線基地局から

ハイャレイヤシダナリング （例えばR R C シダナリング）で通知されたビッ

卜マツプ情報により、干渉信号を求めるサブフレームが限定されていてもよ

し、。この場合には、 S M R及び I M Rの組合せのシダナリングと、干渉信号

を求めるサブフレームを限定するシグナリングとを用いてュ一ザ端末がC S

I を求める。

[0038] ここで、本発明の実施例に係る無線通信システムについて詳細に説明する

。図 1 0 は、本実施例に係る無線通信システムのシステム構成の説明図であ

る。なお、図 1 0 に示す無線通信システムは、例えば、 L T E システム或い

は、 S U P E R 3 G が包含されるシステムである。この無線通信システム

では、 L T E システムのシステム帯域を一単位とする複数の基本周波数プロ

ックを一体としたキャリアァグリゲ一シヨンが用いられている。また、この

無線通信システムは、 I M T - A d V a n c e d と呼ばれても良いし、 4 G と

呼ばれても良い。

[0039] 図 1 0 に示すように、無線通信システム 1 は、各送信ボイン 卜の基地局装

置 2 0 A 、 2 O B と、この基地局装置 2 0 A 、 2 0 B と通信するユーザ端末

0 とを含んで構成されている。基地局装置 2 0 A 、 2 O B は、上位局装置

3 0 と接続され、この上位局装置 3 0 は、コアネ ッ トワーク4 0 と接続され

る。また、基地局装置 2 0 A 、 2 O B は、有線接続又は無線接続により相互

に接続されている。ュ一ザ端末 1 0 は、送信ポイン トである基地局装置 2 0

A 、 2 0 B と通信を行うことができる。なお、上位局装置 3 0 には、例えば



、 ア クセ スゲ ー トウ ェイ装 置、 無線 ネ ッ トワー ク コ ン トロー ラ （R N C ) 、

モ ビ リテ ィマ ネ ジ メ ン トエ ンテ ィテ ィ （M M E ) な どが含 まれ るが、 これ に

限定 され な い。

[0040] ユ ー ザ端 末 1 0 は、 既 存 端 末 （Re L. 10LTE) 及 び サ ポ ー ト端 末 （例 え ば、 Re

し11LTE) を含 む が、 以 下 にお いて は、 特 段 の断 りが な い限 りユ ーザ端 末 と し

て説 明 を進 め る。 また、 説 明 の便 宜 上、 基 地 局装 置 2 0 A 、 2 O B と無 線 通

信 す るの はユ ーザ端 末 1 0 で あ る もの と して説 明 す る。

[0041 ] 無 線 通信 シ ステ ム 1 に お いて は、 無線 ア クセ ス方 式 と して、 下 り リンクに

つ いて は O F D M A ( 直 交 周 波数 分 割 多元接 続 ） が、 上 り リンクにつ いて は

S C - F D M A ( シ ン グル キ ヤ リァ- 周 波 数 分 割 多元接 続 ） が適 用 され るが、

上 り リンクの無線 ア クセ ス方 式 は これ に限定 され な い。 O F D M A は、 周 波

数 帯域 を複 数 の狭 い周 波数 帯域 （サ ブキ ャ リア） に分 割 し、 各 サ ブキ ャ リア

にデ ー タ をマ ツ ビング して通信 を行 うマル チ キ ヤ リァ伝 送 方 式 で あ る。 S C

- F D M A は、 シ ステ ム帯域 を端 末毎 に 1 つ又 は連続 した リソー ス プ ロ ック

か らな る帯域 に分 割 し、 複 数 の端 末 が互 い に異 な る帯域 を用 い る こ とで、 端

末 間 の干渉 を低 減 す るシ ングル キ ヤ リァ伝 送 方 式 で あ る。

[0042] こ こで、 通信 チ ャネル につ いて説 明 す る。

下 り リンクの通信 チ ャネル は、 ユ ーザ端 末 1 0 で共 有 され る下 りデ ー タチ

ャネル と して の P D S C H (Phys i c a l Down l i nk Shared Channe l ) と、 下

り L 1 / L 2 制 御 チ ャネル （P D C C H 、 P C F I C H 、 P H I C H ) とを

有 す る。 P D S C H に よ り、 送信 デ ー タ及 び上位 制 御 情 報 が伝 送 され る。 P

D C C H (Phys i c a l Down l i nk Cont r o l Channe l ) に よ り、 P D S C H お

よび P U S C H の スケ ジ ュー リング情 報 な どが伝 送 され る。 P C F I C H ( P

hys i c a L Cont r o l Format Ind i cator Channe l ) に よ り、 P D C C H に用

い る 0 F D M シ ンボル数 が伝 送 され る。 P H I C H (Phys i c a l Hybr i d-ARQ

Ind i cator Channe l ) に よ り、 P U S C H に対 す る H A R Q の A C K / N A

C K が伝 送 され る。

[0043] 上 り リンクの通信 チ ャネル は、 各 ユ ーザ端 末 で共有 され る上 りデ ー タチ ヤ



ネル と して の P U S C H (Phys i c a l Up Li nk Shared Channe l ) と、 上 り リ

ンクの制 御 チ ャネル で あ る P U C C H (Phys i c a l Up Li nk Cont r o l Channe

) とを有 す る。 この P U S C H に よ り、 送信 デ ー タや上位 制 御 情 報 が伝 送 さ

れ る。 また、 P U C C H に よ り、 下 り リンクの チ ャネル状 態情 報 （C S I (

C Q I な どを含 む） ）、 A C K / N A C K な どが伝 送 され る。

[0044] 図 1 1 を参 照 しな が ら、 本 実施 の形 態 に係 る基 地 局装 置 の全 体構 成 につ い

て説 明 す る。 な お、 基 地 局装 置 2 0 A 、 2 0 B は、 同様 な構 成 で あ るため、

基 地 局装 置 2 0 と して説 明 す る。 基 地 局装 置 2 0 は、 送 受信 ア ンテ ナ 2 0 1

と、 ア ンプ部 2 0 2 と、 送 受信 部 （通 知部 ） 2 0 3 と、 ベ 一 スバ ン ド信 号 処

理 部 2 0 4 と、 呼処理 部 2 0 5 と、 伝 送路 イ ンタ一 フ ェー ス 2 0 6 とを備 え

て い る。 下 り リンクに よ り基 地 局装 置 2 0 か らユ ーザ端 末 に送信 され る送信

デ ー タは、 上位 局装 置 3 0 か ら伝 送路 ィ ンタ一 フ ェー ス 2 0 6 を介 してべ 一

スバ ン ド信 号 処理 部 2 0 4 に入 力 され る。

[0045] ベ ー スバ ン ド信 号 処理 部 2 0 4 に お いて、 下 りデ ー タチ ャネル の信 号 は、

P D C P レイ ヤ の処理 、 送信 デ ー タの分 割 . 結 合 、 R L C (Rad i o L i nk Co

n t r o L) 再 送制 御 の送信 処理 な どの R L C レイ ヤ の送信 処理 、 M A C (Med i um

Access Cont r o l ) 再 送 制 御 、 例 え ば、 H A R Q の送信 処理 、 スケ ジ ュ一 リ

ング、 伝 送 フ ォ一 マ ッ ト選 択、 チ ャネル 符 号 化、 逆 高速 フ一 リエ変換 （IFFT

：Inverse Fast Four i e r Transform) 処 理 、 プ リコ一テ ィンヮ処理 が行 わ

れ る。 また、 下 り リンク制 御 チ ャネル で あ る物 理 下 り リンク制 御 チ ャネル の

信 号 に関 して も、 チ ャネル 符 号 化 や逆 高速 フ一 リエ変換 な どの送信 処理 が行

わ れ る。

[0046] また、 ベ ー スバ ン ド信 号 処理 部 2 0 4 は、 報 知 チ ャネル に よ り、 同一送信

ポ イ ン トに接 続 す るユ ーザ端 末 1 0 に対 して、 各 ユ ーザ端 末 1 0 が基 地 局装

置 2 0 との無線 通信 す るため の制 御 情 報 を通 知 す る。 当該 送信 ボ イ ン 卜にお

け る通信 の ため の情 報 には、 例 え ば、 上 り リンク又 は下 り リンクにお け るシ

ステ 厶帯域 幅 や、 P R A C H (Phys i c a l Random Access Channe l ) に お け

る ラ ンダム ア クセ ス プ リア ンプル の信 号 を生成 す るため のル 一 卜系 列 の識 別



情報 (Root Sequence Index) な どが含 まれる。

[0047] 送受信部 2 0 3 は、ベースバ ン ド信号処理部 2 0 4 か ら出力されたべ一ス

バ ン ド信号を無線周波数帯に変換する。 アンプ部 2 0 2 は周波数変換 された

無線周波数信号を増幅 して送受信 アンテナ 2 0 へ出力する。

[0048] —方、上 りリンクによりユーザ端末 1 0 か ら基地局装置 2 0 に送信 される

信号については、送受信 アンテナ 2 0 で受信 された無線周波数信号がアン

プ部 2 0 2 で増幅され、送受信部 2 0 3 で周波数変換 されてベースバ ン ド信

号に変換 され、ベースバ ン ド信号処理部 2 0 4 に入力される。

[0049] ベ一スパ ン ド信号処理部 2 0 4 は、上 りリンクで受信 したベ一スパ ン ド信

号に含 まれる送信データに対 して、 F F T 処理、 I D F T 処理、誤 り訂正復

号、 M A C 再送制御の受信処理、 R L C レイヤ、 P D C P レイヤの受信処理

を行 う。復号された信号は伝送路ィンタ一フエ一ス 2 0 6 を介 して上位局装

置 3 0 に転送される。

[0050] 呼処理部 2 0 5 は、通信チャネルの設定や解放などの呼処理や、基地局装

置 2 0 の状態管理や、無線 リソースの管理 を行 う。

[0051 ] 次 に、図 1 2 を参照 しなが ら、本実施の形態に係 るユーザ端末の全体構成

について説明する。ユーザ端末 1 0 は、送受信 アンテナ 1 0 1 と、 アンプ部

1 0 2 と、送受信部 （受信部） 1 0 3 と、ベ一スバ ン ド信号処理部 1 0 4 と

、 アプ リケーシ ョン部 1 0 5 とを備えている。

[0052] 下 りリンクのデータについては、送受信 アンテナ 1 0 1 で受信 された無線

周波数信号がアンプ部 1 0 2 で増幅され、送受信部 1 0 3 で周波数変換 され

てべ一スバ ン ド信号に変換 される。 このべ一スバ ン ド信号は、ベースバ ン ド

信号処理部 1 0 4 で F F T 処理や、誤 り訂正復号、再送制御の受信処理など

がなされる。 この下 りリンクのデータの内、下 りリンクの送信データは、 ァ

プ リケ一シ ヨン部 1 0 5 に転送される。 アプ リケーシ ョン部 1 0 5 は、物理

レイヤやM A C レイヤより上位の レイヤに関する処理などを行 う。 また、下

りリンクのデータの内、報知情報 も、 アプ リケーシ ョン部 1 0 5 に転送され

る。



[0053] —方、上 りリンクの送信データは、 アプ リケーシ ョン部 1 0 5 か らべ一ス

バ ン ド信号処理部 1 0 4 に入力される。ベースバ ン ド信号処理部 1 0 4 にお

いては、マ ッピング処理、再送制御 （H A R Q ) の送信処理や、チャネル符

号化、 D F T 処理、 I F F T 処理 を行 う。送受信部 1 0 3 は、ベ一 スパ ン ド

信号処理部 1 0 4 か ら出力されたべ一 スパ ン ド信号 を無線周波数帯 に変換す

る。 その後、 アンプ部 1 0 2 は、周波数変換 された無線周波数信号 を増幅 し

て送受信 アンテナ 1 0 1 よ り送信する。

[0054] 図 1 3 を参照 して、希望信号推定及び干渉信号推定のための測定 R E の決

定処理 に対応 した基地局装置の機能 プロックについて説明する。なお、図 1

3 の各機能 プロックは、主に図 1 1 に示すベースバ ン ド処理部 に関するもの

である。 また、図 1 3 の機能 プロック図は、本発明を説明するために簡略化

したものであ り、ベースバ ン ド処理部 において通常備 える構成 を備 えるもの

とする。

[0055] 基地局装置 2 0 は、送信側 において、測定 R E 決定部 4 0 1 、上位制御情

報生成部 4 0 2 と、下 り送信データ生成部 4 0 3 と、下 り制御情報生成部 4

0 4 と、 〇 3 1 _ ¾ 3 生成部 4 0 5 と、下 り送信データ符号化 ' 変調部 4 0

6 と、下 り制御情報符号化 変調部 4 0 7 とを備 えている。 また、基地局装

置 2 0 は、下 りチ ャネル 多重部 4 0 8 と、 I F F T 部 4 0 9 と、 C P 付加部

4 0 とを備 えている。

[0056] 測定 R E 決定部 4 0 は、希望信号推定のための参照信号 （C S I _ R S

) を割 り当てる リソー ス （測定 R E ) 及び干渉信号推定のための リソー ス （

測定 R E ) を決定する。 また、測定 R E 決定部 4 0 1 は、希望信号推定のた

めの参照信号 を割 り当てる リソー ス （測定 R E ) 及び干渉信号推定のための

リソース （測定 R E ) の組合せを決定する。 これ らの リソース （測定 R E )

は リソー ス情報である。

[0057] 測定 R E 決定部 4 0 は、複数の基地局装置 （送信ボイン 卜）の送信形態

に応 じて上記 リソー ス情報 を決定する。例 えば、測定 R E 決定部 4 0 1 は、

送信形態がJo i nt t ransm i ss i on型協調マルチポイン ト送信である場合 に、図



4 B に示すように、希望信号については、接続送信ポイント （T P # 1 ) 及

び協調送信ポイント （Τ Ρ # 2 ) の合成された希望信号を推定するようにリ

ソースを決定し （図4 Β において、 Τ Ρ # 1 、 Τ Ρ # 2 のそれぞれのサプフ

レームにおいて、それぞれ周波数方向で 2 番目及び 8 番目の R Ε であって時

間方向で 1 0 番目及び 1 1 番目の R E ) 、干渉信号については、接続送信ポ

イン卜 （Τ Ρ # 1 ) 及び協調送信ボイン卜 ( T P # 2 ) 以外の送信ボイン卜

の干渉信号を推定するようにリソース （測定 R E ) を決定する （図4 B にお

いて、 T P # 1 、 Τ Ρ # 2 のそれぞれのサブフレームにおいて、それぞれ周

波数方向で 1 番目及び 7 番目の R Ε であって時間方向で 1 0 番目及び 1 1 番

目の R Ε ) 。

[0058] また、測定 R Ε 決定部 4 0 1 は、送信形態がDynam i c Po i n t BLank i ng型

協調マルチポイント送信である場合に、図 5 B に示すように、希望信号につ

いては、接続送信ポイント （T P # 1 ) の希望信号を推定するようにリソ一

スを決定し （図 5 Β においては、 Τ Ρ # 1 のサブフレームにおいて、それぞ

れ周波数方向で4 番目及び 1 0 番目の R Ε であって時間方向で 1 0 番目及び

1 1 番目の R E ) 、干渉信号については、接続送信ポイント （Τ Ρ # 1 ) 及

び協調送信ポイント （T P # 2 ) 以外の送信ポイントの干渉信号を推定する

ようにリソース （測定 R E ) を決定する （図 5 B において、 T P # 1 、 T P

# 2 のそれぞれのサブフレームにおいて、それぞれ周波数方向で 1 番目及び

7 番目の R E であって時間方向で 1 0 番目及び 1 1 番目の R E ) 。

[0059] また、測定 R E 決定部 4 0 1 は、送信形態がシングルセル送信である場合

に、図 6 B に示すように、希望信号については、接続送信ポイント （T P #

1 ) の希望信号を推定するようにリソースを決定し （図 6 Β においては、 Τ

Ρ # 1 のサブフレームにおいて、それぞれ周波数方向で4 番目及び 1 0 番目

の R Ε であって時間方向で 1 0 番目及び 1 1 番目の R E ) 、干渉信号につい

ては、接続送信ポイント （Τ Ρ # 1 ) 以外の送信ポイントの干渉信号を推定

するようにリソース （測定 R E ) を決定する （図 6 Β においては、 Τ Ρ # 1

のサプフレームにおいて、それぞれ周波数方向で 3 番目及び 9 番目の R 巳で



あって時間方向で 1 0 番 目及び 1 1 番 目の R E ) 。

[0060] この リソー ス情報は、ユーザ端末に準静的にシグナ リングする場合には、

ハイャ レイヤシダナ リング （例えば R R C シダナ リング）するために上位制

御情報生成部 4 0 2 に送 られる。 また、 この リソー ス情報は、ュ 一ザ端末に

動的にシダナ リングする場合には、下 り制御情報 に含めるために下 り制御情

報生成部 4 0 4 に送 られる。 また、 この リソー ス情報は、 C S I — R S を生

成するためにC S I — R S 生成部 4 0 5 に送 られると共に、下 り送信データ

をゼロパ ワー （ミューテ ィング）にするため （干渉測定用ゼロパ ワーC S I

_ R S を配置するために）に下 り送信データ生成部 4 0 3 に送 られる。

[0061 ] 上位制御情報生成部 4 0 2 は、ハイャ レイヤシダナ リング （例えば、 R R

C シグナ リング）により送受信 される上位制御情報 を生成 し、生成 した上位

制御情報 を下 り送信データ符号化 変調部 4 0 6 に出力する。上位制御情報

生成部 4 0 2 は、測定 R E 決定部 4 0 か ら出力された リソー ス情報 を含む

上位制御情報 を生成する。例えば、上位制御情報生成部 4 0 2 は、希望信号

推定のための参照信号 （C S I — R S ) を割 り当てる リソー ス （測定 R E )

及び干渉信号推定のための リソー ス （測定 R E ) の組合せの情報 を図 8 及び

図 9 に示すような ビッ 卜情報 を生成する。

[0062] 下 り送信データ生成部 4 0 3 は、下 りリンクの送信データを生成 し、その

下 り送信データを下 り送信データ符号化 変調部 4 0 6 に出力する。下 り送

信データ生成部 4 0 3 は、測定 R E 決定部 4 0 か ら出力された リソー ス情

報 に したがって、干渉測定用ゼロパ ワーC S I — R S を配置する （ミューテ

ィングする）。

[0063] 下 り制御情報生成部 4 0 4 は、下 りリンクの制御情報 を生成 し、その下 り

制御情報 を下 り制御情報符号化 変調部 4 0 7 に出力する。下 り制御情報生

成部 4 0 4 は、 リソー ス情報 をユーザ端末に動的にシグナ リングする場合に

は、 リソー ス情報 を含む下 り制御情報 を生成する。下 り送信データ符号化 -

変調部 4 0 6 は、下 り送信データ及び上位制御情報 に対 してチ ャネル符号化

及びデータ変調 を行い、下 りチャネル多重部 4 0 8 に出力する。下 り制御情



報符号化 変調部 4 0 7 は、下 り制御情報 に対 してチャネル符号化及びデ一

タ変調 を行い、下 りチャネル多重部 4 0 8 に出力する。

[0064] C S I - R S 生成部 4 0 5 は、測定 R E 決定部 4 0 1 か ら出力された リソ

—ス情報 に したがってC S I — R S を生成 し、そのC S I — R S を下 りチヤ

ネル多重部 4 0 8 に出力する。

[0065] 下 りチヤネル多重部 4 0 8 は、下 り制御情報、 C S I _ R S 、上位制御情

報及び下 り送信データを合成 して送信信号を生成する。下 りチャネル多重部

4 0 8 は、生成 した送信信号を I F F T 部 4 0 9 に出力する。 I F F T 部 4

0 9 は、送信信号を逆高速 フ一 リエ変換 (Inverse Fast Four i e r Transfo

r ) し、周波数領域の信号か ら時間領域の信号に変換する。 I F F T 後の送

信信号をC P 付加部 4 1 0 に出力する。 C P 付加部 4 1 0 は、 I F F T 後の

送信信号にC P (Cyc l i c Pref i x ) を付加 して、 C P 付加後の送信信号を図

1 に示すアンプ部 2 0 2 に出力する。

[0066] 図 1 4 を参照 して、本発明に係 るチャネル状態測定処理 に対応 したュ一ザ

端末の機能 プロックについて説明する。なお、図 1 4 の各機能 プロックは、

主に図 1 2 に示すベースバ ン ド処理部 1 0 4 に関するものである。 また、図

2 に示す機能 プロックは、本発明を説明するために簡略化 したものであ り

、ベースバ ン ド処理部 において通常備える構成は備えるものとする。

[0067] ユーザ端末 1 0 は、受信側 において、 C P 除去部 3 0 1 と、 F F T 部 3 0

2 と、下 りチャネル分離部 3 0 3 と、下 り制御情報受信部 3 0 4 と、下 り送

信データ受信部 3 0 5 と、干渉信号推定部 3 0 6 と、チャネル推定部 3 0 7

と、 C Q I 測定部 3 0 8 と、 を備えている。

[0068] 基地局装置 2 0 か ら送出された送信信号は、図 1 2 に示す送受信 アンテナ

1 0 1 により受信 され、 C P 除去部 3 0 1 に出力される。 C P 除去部 3 0 1

は、受信信号か らC P を除去 し、 F F T 部 3 0 2 に出力する。 F F T 部 3 0

2 は、 C P 除去後の信号を高速 フー リエ変換 （F F T ：Fast Four i e r Tran

sform) し、時間領域の信号か ら周波数領域の信号に変換する。 F F T 部 3 0

2 は、周波数領域の信号に変換 された信号を下 りチャネル分離部 3 0 3 に出



力 す る。

[0069] 下 りチ ヤ ネ ル 分離 部 3 0 3 は、 下 りチ ヤ ネ ル 信 号 を、 下 り制 御 情 報 、 下 り

送信 デ ー タ、 C S I — R S に分離 す る。 下 りチ ャ ネ ル 分離 部 3 0 3 は、 下 り

制 御 情 報 を下 り制 御 情 報 受信 部 3 0 4 に出力 し、 下 り送信 デ ー タ及 び上位 制

御 情 報 を下 り送信 デ ー タ受信 部 3 0 5 に出力 し、 C S I — R S をチ ャネル推

定部 3 0 7 に出力 す る。

[0070] 下 り制 御 情 報 受信 部 3 0 4 は、 下 り制 御 情 報 を復 調 し、 復 調 され た下 り制

御 情 報 を下 り送信 デ ー タ受信 部 3 0 5 に出力 す る。 下 り送信 デ ー タ受信 部 3

0 5 は、 復 調 され た下 り制 御 情 報 を用 いて下 り送信 デ ー タ を復 調 す る。 こ の

と き、 下 り送信 デ ー タ受信 部 3 0 5 は、 上位 制 御 情 報 に含 まれ る リソー ス情

報 に基 づ いて希望 信 号 測 定 R E ( C S I _ R S リソ ー ス ） 及 び 干渉信 号 測 定

R E を特 定 す る。 下 り送信 デ ー タ受信 部 3 0 5 は、 希望 信 号 測 定 R E ( C S

I — R S リソ ー ス ） 及 び 干渉信 号 測 定 R E を除 いて、 ユ ーザ デ ー タ を復 調 す

る。 また、 下 り送信 デ ー タ受信 部 3 0 5 は、 下 り送信 デ ー タ に含 まれ る上位

制 御 情 報 を干渉信 号推 定部 3 0 6 に出力 す る。

[0071 ] 干 渉信 号推 定部 3 0 6 は、 上位 制 御 情 報 （又 は下 り制 御 情 報 ） に含 まれ る

リソ ー ス 情 報 に基 づ いて、 干渉信 号 測 定 R E で干渉信 号 を推 定 す る。

[0072] 干 渉信 号推 定部 3 0 6 は、 例 え ば、 送信 形 態 がJo i n t t ransm i s s i on型 協 調

マル チ ポ イ ン ト送信 で あ る場 合 に、 図 4 B に示 す よ うに、 T P # 1 、 Τ Ρ #

2 の それ ぞれ のサ ブ フ レー ム にお いて、 それ ぞれ周 波数 方 向 で 1 番 目及 び 7

番 目の R Ε で あ って時 間方 向 で 1 0 番 目及 び 1 1 番 目の R Ε で干渉信 号 を推

定 す る。 また、 干渉信 号推 定部 3 0 6 は、 例 え ば、 送信 形 態 がDynam i c Po i n

t B Lank i ng型 協 調 マル チ ポ イ ン ト送信 で あ る場 合 に、 図 5 B に示 す よ うに、

T P # 1 、 Τ Ρ # 2 の それ ぞれ のサ ブ フ レー ム にお いて、 それ ぞれ周 波数 方

向 で 1 番 目及 び 7 番 目の R Ε で あ って時 間方 向 で 1 0 番 目及 び 1 1 番 目の R

Ε で干渉信 号 を推 定 す る。 また、 干渉信 号推 定部 3 0 6 は、 例 え ば、 送信 形

態 が シ ングル セル 送信 で あ る場 合 に、 図 6 Β に示 す よ うに、 Τ Ρ # 1 の サ ブ

フ レー ム にお いて、 それ ぞれ周 波数 方 向 で 3 番 目及 び 9 番 目の R Ε で あ って



時 間方 向で 1 0 番 目及び 1 1 番 目の R E で干渉信 号 を推 定 す る。

[0073] 干渉信 号推 定部 3 0 6 は、 この よ うに干渉信 号 の推 定 を行 い、 全 ての リソ

— ス プ ロ ックで測 定結 果 を平 均化 す る。平 均化 され た干渉信 号 の推 定結 果 は

、 C Q I 測 定部 3 0 8 に通知 され る。

[0074] チ ャネル推 定部 3 0 7 は、 上位制御情報 （又 は下 り制御情報 ） に含 まれ る

リソー ス情報 に基 づ いて希望信 号測 定 R E ( C S I _ R S リソー ス） を特 定

し、 希望信 号測 定 R E ( C S I _ R S リソー ス） で希望信 号 を推 定 す る。

[0075] チ ャネル推 定部 3 0 7 は、例 えば、 送信形 態 がJo i nt t ransm i ss i on型協調

マル チポ イ ン ト送信 であ る場合 に、 図 4 B に示 す よ うに、 T P # 1 、 Τ Ρ #

2 の それ ぞれ のサ プフ レーム において、 それ ぞれ周波数 方 向で 2 番 目及び 8

番 目の R Ε であ って時 間方 向で 1 0 番 目及び 1 1 番 目の R Ε で希望信 号 を推

定 す る。 また、 チ ヤネル推 定部 3 0 7 は、例 えば、 送信形 態 がDynam i c Po i n

t BLank i ng型協調 マル チポ イ ン ト送信 であ る場合 に、 図 5 B に示 す よ うに、

T P # 1 のサ ブフ レーム において、 それ ぞれ周波数 方 向で 4 番 目及び 1 0 番

目の R E であ って時 間方 向で 1 0 番 目及び 1 1 番 目の R E で希望信 号 を推 定

す る。 また、 チ ャネル推 定部 3 0 7 は、例 えば、 送信形 態 が シ ングル セル送

信 であ る場合 に、 図 6 B に示 す よ うに、 T P # 1 のサ ブフ レーム において、

それ ぞれ周波数 方 向で 4 番 目及び 1 0 番 目の R E であ って時 間方 向で 1 0 番

目及び 1 1 番 目の R E で希望信 号 を推 定 す る。

[0076] チ ャネル推 定部 3 0 7 は、 チ ャネル推 定値 を C Q I 測 定部 3 0 8 に通知 す

る。 〇 0 1測 定部 3 0 8 は、 干渉信 号推 定部 3 0 6 か ら通知 され る干渉推 定

結 果、 及び チ ャネル推 定部 3 0 7 か ら通知 され るチ ャネル推 定結 果、 フ ィ一

ドバ ックモー ドに基 づ いてチ ャネル状 態 （C Q I ) を算 出す る。 な お、 フ ィ

- ドバ ックモ一 ドは、 W i d e b a n d C Q し S u b b a n d C Q I

、 b e s t - M a v e r a g e の いずれ が設 定 され て もよい。 C Q I 測 定部

3 0 8 で算 出 され た C Q I は、 フ ィー ドバ ック情報 と して基地局装 置 2 0 に

通知 され る。

[0077] 上 記説 明 において、 図 1 か ら図 6 に示 す C S I — R S パ ター ンは、 L T E



- A (Re L. 10LTE) で規定されているC S I _ R S パターンをそのまま踏襲 し

ている （再利用ということもできる）。 したがって、既存端末 （Re L. 10LTE)

に対 して端末能力 （端末がサポー トしている機能）の範囲内でミュー 卜すべ

きリソ一スをシグナ リングすることができる。

[0078] 本発明は上記実施の形態に限定されず、様々変更 して実施することが可能

である。例えば、本発明の範囲を逸脱 しない限りにおいて、上記説明におけ

るC S I — R S の設定位置、 ミューティング （ゼロパワー）の設定位置、処

理部の数、処理手順、 C S I — R S の数、 ミュ一ティングの数、送信ポイン

卜数については適宜変更 して実施することが可能である。また、上記説明に

おいては、複数の送信ポイン トが複数の無線基地局である場合について説明

しているが、送信ポイン トはアンテナであっても良い。その他、本発明の範

囲を逸脱 しないで適宜変更 して実施することが可能である。

[0079] 本出願は、 2 0 1 2 年 1 月 3 0 日出願の特願 2 0 1 - 0 1 7 2 7 8 に基

づ く。 この内容は、全てここに含めておく。



請求の範囲

チ ャ ネ ル 状 態 測 定 用 の参 照信 号 を送信 す る複 数 の基 地 局装 置 と、 前

記複 数 の基 地 局装 置 の いずれ か に接 続 す るユ ーザ端 末 とを備 えた無線

通信 シ ス テ ム で あ っ て 、

前 記 各 基 地 局装 置 は、

希望 信 号推 定 の ため の前 記参 照信 号 を割 り当て る リソ ー ス 及 び 干渉

信 号推 定 の ため の リソ ー ス の リソ ー ス 情 報 を決 定 す る決 定部 と、

前 記 リ ソ ー ス 情 報 を前 記 ユ ー ザ端 末 に通 知 す る通 知部 とを備 え、

目IJ 己ュ 一ザ!/而未 は、

通 知 され た リソ ー ス 情 報 を受信 す る受信 部 と、

前 記 リソ ー ス 情 報 に基 づ いて、 希望 信 号推 定 及 び 干渉信 号推 定 す る

推 定部 と、

前 記推 定部 の推 定結 果 を用 いて チ ャ ネ ル 状 態 を測 定 す る測 定部 とを

備 えた こ とを特 徴 とす る無線 通信 シ ステ ム。

前 記 リソー ス情 報 は、 前 記 希望 信 号推 定 の ため の前 記参 照信 号 を割

り当て る リソー ス及 び前 記 干渉信 号推 定 の ため の リソー スの組 合 せ の

情 報 で あ る こ とを特 徴 とす る請 求項 1 記載 の無線 通信 シ ス テ ム 。

前 記 決 定部 は、 前 記複 数 の基 地 局装 置 の送信 形 態 に応 じて リソ ー ス

情 報 を決 定 す る こ とを特 徴 とす る請 求項 1 又 は請 求項 2 記載 の無線 通

信 シ ス テ ム 。

前 記 送信 形 態 が協 調 マ ル チ ボ イ ン 卜送信 又 は シ ン グ ル セ ル 送信 で あ

る こ とを特 徴 とす る請 求項 3 記載 の無線 通信 シ ス テ ム 。

前 記 決 定部 は、 前 記 送信 形 態 が Jo i n t t ransm i s s i on型 協 調 マ ル チ

ポ イ ン ト送信 で あ る場 合 に、 前 記 希望 信 号 につ いて は、 接 続 送信 ボ イ

ン 卜及 び協 調 送信 ポ イ ン トの合成 され た希望 信 号 を推 定 す る よ うに リ

ソ ー ス を決 定 し、 前 記 干渉信 号 につ いて は、 前 記接 続 送信 ポ イ ン ト及

び協 調 送信 ポ イ ン ト以 外 の送信 ポ イ ン トの干渉信 号 を推 定 す る よ うに

リ ソ ー ス を決 定 す る こ とを特 徴 とす る請 求項 4 記載 の無線 通信 シ ス テ



厶 。

前 記決 定部 は、前 記送信形 態 がDynam i c Po i n t B Lank i ng型協調 マ

ル チ ポ イ ン ト送信 であ る場合 に、前 記希望信 号 につ いて は、接続 送信

ボ イ ン 卜の希望信 号 を推 定 す るよ うに リソー ス を決 定 し、前 記 干渉信

号 につ いて は、接続 送信 ボ イ ン 卜及び協調 送信 ボ イ ン 卜以外 の送信 ポ

ィ ン 卜の干渉信 号 を推 定 す るよ うに リソー ス を決 定 す る ことを特徴 と

す る請 求項 4 記載 の無線 通信 シ ス テ ム 。

前 記決 定部 は、前 記送信形 態 が シ ン グル セ ル 送信 であ る場合 に、前

記希望信 号 につ いて は、接続 送信 ポ イ ン トの希望信 号 を推 定 す るよ う

に リソ ー ス を決 定 し、前 記 干渉信 号 につ いて は、接続 送信 ボ イ ン 卜以

外 の送信 ボ イ ン 卜の干渉信 号 を推 定 す るよ うに リソー ス を決 定 す る こ

とを特徴 とす る請 求項 4 記載 の無線 通信 シ ス テ ム 。

前 記通知部 は、前 記 リソ ー ス情報 を示 す ビッ 卜情報 を準静 的 に又 は

動 的 にシ ダナ リングす る ことを特徴 とす る請 求項 1 か ら請 求項 7 の い

ずれ か に記載 の無線 通信 システ ム。

チ ャ ネ ル 状 態測 定用 の参 照信 号 を送信 す る複数 の基地局装 置 と、前

記複数 の基地局装 置 の いずれ か に接続 す るユーザ端 末 とを備 えた無線

通信 シ ス テ ム の 基地局装 置 であ って、

希望信 号推 定 のため の前 記参 照信 号 を割 り当て る リソ ー ス 及び干渉

信 号推 定 のため の リソ ー ス の リソ ー ス情報 を決 定 す る決 定部 と、

前 記 リソ ー ス情報 を前 記 ユ ー ザ端 末 に通知 す る通知部 とを備 えた こ

とを特徴 とす る基地局装 置。

チ ャ ネ ル 状 態測 定用 の参 照信 号 を送信 す る複数 の基地局装 置 と、前

記複数 の基地局装 置 の いずれ か に接続 す るユーザ端 末 とを備 えた無線

通信 シ ス テ ム の ユーザ端 末 であ って、

前 記基地局装 置 か ら通知 され た、 希望信 号推 定 のため の前 記参 照信

号 を割 り当て る リソー ス及び干渉信 号推 定 のため の リソー スの リソ一

ス情報 を受信 す る受信部 と、



前記 リソー ス情報 に基づいて、希望信号推定及び干渉信号推定する

推定部 と、

前記推定部の推定結果 を用いてチ ャネル 状態 を測定する測定部 とを

備 えた ことを特徴 とするュ一ザ端末。

[ 請求項 11] チ ャネル 状態測定用の参照信号 を送信する複数の基地局装置 と、前

記複数の基地局装置のいずれかに接続するユーザ端末 とを備 えた無線

通信 シ ステ ム に おけるチ ヤネル 状態情報測定方法であ つて、

前記各基地局装置 において、希望信号推定のための前記参照信号 を

割 り当てる リソース及び干渉信号推定のための リソースの リソース情

報 を決定する工程 と、

前記 リソー ス情報 を前記ュ 一 ザ端末 に通知する工程 と、

前記ュ 一 ザ端末 において、通知 された リソー ス情報 を受信する工程

と、

前記 リソー ス情報 に基づいて、希望信号推定及び干渉信号推定する

工程 と、

前記推定部の推定結果 を用いてチ ャネル 状態 を測定する工程 とを備

えた こ とを特徴 とするチ ヤネル 状態情報測定方法。
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